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延伸事業区間

キューズモール

中央東地区

国文都市4号線
（彩都トンネル）

　
2
0
0
4
年
4
月
、い

よ
い
よ
彩
都
が
ま
ち
び
ら

き
し
た
。阪
急
不
動
産
を

中
心
と
し
て
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
や
戸
建
て
住
宅
が

続
々
と
分
譲
さ
れ
、住
民
の

入
居
も
順
調
に
推
移
し

た
。2
0
0
7
年
に
は
大

阪
モ
ノ
レ
ー
ル
彩
都
線「
彩

都
西
」駅
が
開
業
。以
降
、

学
校
や
公
園
、さ
ま
ざ
ま

な
店
舗
も
次
々
と
オ
ー
プ

ン
し
、暮
ら
し
心
地
も
向
上

し
て
いっ
た
。自
然
環
境
を

保
全
し
て
い
く
活
動
や
学

び
の
場
も
、地
元
農
家
や
教

育
機
関
、周
辺
施
設
と
の

協
業
で
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。2
0
1
6
年
に
は
彩

都
西
部
地
区
と
箕
面
市
街

地
方
面
が
つ
な
が
る
彩
都

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、現
在

も
発
展
し
続
け
て
い
る
。

や
し
た
。阪
急
は
、彩
都
の

造
成
地
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
周
辺
地
域
を
も
く
ま

な
く
歩
き
、彩
都
の
あ
り

方
を
考
え
た
。そ
し
て
、ロ

ン
ド
ン
郊
外
の
田
園
都
市

レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
を
範
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
行
き
着
い

た
。阪
急
の
創
始
者
小
林
一

三
翁
も
、阪
急
が
開
業
時

に
分
譲
し
た
池
田
室
町
住

宅
地
に
そ
の
考
え
方
、ソ
フ

ト
を
実
行
し
販
売
し
た
。

そ
れ
か
ら
1
0
0
年
、彩

都
も
原
点
に
帰
ろ
う
と
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
醸
成
を
育
む

こ
と
を
大
切
に
、自
然
や

人
々
が
紡
い
で
き
た
歴
史

に
敬
意
を
払
い
、地
域
社

会
と
連
携
し
な
が
ら
住
民

参
加
で
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
基
本
と
し
た
。そ
れ

は
、阪
急
の
1
0
0
年
の
歴

史
を
土
台
と
す
る
新
し
い

都
市
だ
っ
た
。

取材を終えて
　1960年代、日本が劇的に変化
を遂げる時代に彩都の計画が始
まりました。日本万国博覧会、千
里ニュータウン、箕面森町の計画
も同じころです。そして阪急電鉄
の延伸などの交通のインフラ整
備も急速に進み、今日の北摂の基
盤ができた時代です。今年は新名
神高速道路の北摂区間の開通。
彩都は茨木のＩＣのすぐ近くで
す。これも見据えての開発だった
のでしょうか。北摂の先輩たちの
先見の明に、改めて敬服の念を
抱く取材でした。
シティライフ編集部　尾浴芳久

　
1
9
6
4
年
、当
時
の

大
阪
府
知
事
と
阪
急
電
鉄

の
ト
ッ
プ
が
会
談
し
て
、大

阪
府
に
万
博
を
誘
致
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
。万
博

開
催
用
地
の
約
4
分
の
1

は
、阪
急
が
所
有
し
て
い
た

山
田
地
区
で
あ
っ
た
た
め
、

府
は
阪
急
か
ら
そ
の
土
地

を
購
入
し
た
。阪
急
は
そ

の
土
地
の
売
却
費
を
活
用

し
て
、共
有
林
だ
っ
た
立
会

山
・
佐
保
経
営
地
を
購
入

し
、後
に
彩
都
と
な
る
ニュ

ー
タ
ウ
ン
建
設
の
た
め
の
計

画
検
討
を
開
始
し
た
。茨

木
市
、箕
面
市
に
ま
た
が

る
広
大
な
土
地
の
都
市
化

は
、阪
急
に
と
っ
て
初
め
て

の
大
規
模
開
発
で
、重
要

な
資
産
で
あ
っ
た
。

　
万
博
誘
致
へ
の
熱
気
が

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

1
9
6
0
年
代
の
千
里
は
、

ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
も
あ

り
、鉄
道
網
の
整
備
が
進
ん

で
い
た
。万
博
の
来
場
者
の

輸
送
力
を
確
保
す
る
た
め
、

大
阪
府
は
御
堂
筋
線
を
北

進
さ
せ
、千
里
中
央
で
右
折

し
て
万
博
メ
イ
ン
広
場
へ
誘

導
す
る
計
画
を
提
案
。し

か
し
当
時
阪
急
は
、千
里
山

駅
ま
で
だった
千
里
線
を
新

千
里
山
駅（
現
在
の
南
千
里

駅
）に
延
長
し
た
の
ち
、箕

面
線
の
桜
井
駅
と
を
結
び

ル
ー
プ
さ
せ
る
と
い
う
宝
塚

線
の
輸
送
力
緩
和
の
た
め

計
画
検
討
を
し
て
い
た
。双

方
の
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、

御
堂
筋
線
と
阪
急
線
と
が

接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。阪

急
は
万
博
誘
致
に
協
力
し

た
経
緯
も
あ
り
、大
阪
府
の

要
望
に
応
え
る
形
で
府
の

案
を
受
け
入
れ
、当
初
の
計

画
の
代
わ
り
に
千
里
線
を

東
に
ふって
サ
ブ
的
に
万
博

大
量
輸
送
の一翼
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

1
9
6
7
年
、新
千
里
山

｜
北
千
里
山（
現
在
の
北
千

里
駅
）への
新
線
が
敷
設
さ

れ
た
。北
千
里
山
駅
に
は
、

ニュー
タ
ウ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い

近
代
的
な
機
能
を
持
た
せ

よ
う
と
全
国
初
の
自
動
改

札
を
導
入
。券
売
機
や
両

替
機
な
ど
も
設
置
さ
れ
、新

聞
報
道
で
全
国
か
ら
見
学

者
が
集
まった
。

　
こ
の
頃
す
で
に
、北
千
里

山
か
ら
さ
ら
に
北
へ
路
線
を

延
伸
し
、阪
急
の
既
開
発
地

等
を
経
由
し
て
彩
都
ま
で

を
結
ぶ
計
画
が
あ
っ
た
。し

か
し
、大
阪
府
が
モ
ノ
レ
ー

ル
の
建
設
を
提
案
。鉄
道
の

延
伸
と
は
異
な
り
、モ
ノ
レ

ー
ル
な
ら
用
地
買
収
が
必

要
な
く
、費
用
も
安
く
収

ま
る
た
め
、阪
急
は
社
内
の

意
見
を
調
整
し
、大
阪
府
の

提
案
に
同
意
し
た
。こ
う
し

て
2
0
0
7
年
に
大
阪
モ

ノ
レ
ー
ル
が
彩
都
線
開
通
。

現
在
、彩
都
に
住
む
人
々
の

生
活
を
支
え
る
重
要
な
路

線
と
なって
い
る
。

　
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ

れ
た
1
9
7
0
年
、都
市
計

画
法
が
改
正
。大
阪
府
の

開
発
抑
制
方
針
に
よ
り
、阪

急
が
取
得
し
た
彩
都
の
土

地
は
市
街
化
調
整
区
域
に

編
入
さ
れ
、開
発
は
事
実
上

凍
結
状
態
に
置
か
れ
た
。

　
し
か
し
万
博
終
了
後
、

千
里
中
央
を
含
む
北
摂
地

域
の
道
路
網
の
整
備
や
都

市
施
設
の
充
実
に
よ
り
、千

里
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
急
速

に
上
昇
。そ
ん
な
折
、国
立

民
俗
学
博
物
館
の
梅
棹
忠

夫
館
長（
当
時
）が「
千
里

の
豊
か
な
自
然
を
背
景
に

し
た
国
際
文
化
都
市
の
実

現
を
期
待
す
る
」と
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
発
表
し
た
。東
京
へ

の一極
集
中
や
関
西
経
済
の

低
迷
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、大
阪
府
は
こ
の

構
想
を
原
点
に
1
9
8
2

年
、府
総
合
計
画
の
中
で

北
大
阪
地
域
を「
国
際
文

化
ゾ
ー
ン
」と
位
置
づ
け

た
。茨
木
市
、箕
面
市
や
彩

都
に
土
地
を
所
有
す
る
企

業
も
こ
れ
に
賛
同
し
、

1
9
8
6
年
、府
は
官
民

協
同
で
彩
都
の
地
に
国
際

交
流
の
拠
点
と
な
る
文
化・

学
術
・
居
住
機
能
を
兼
ね

備
え
た
都
市
づ
く
り
を
行

う「
国
際
文
化
公
園
都
市

構
想
」を
発
表
し
た
。

　
阪
急
は
、彩
都
の
開
発

が
関
西
の
経
済
活
性
化
の

起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
、こ

の
構
想
に
呼
応
し
、行
動
を

開
始
し
た
。1
9
8
6
年

11
月
に
は
、阪
急
を
含
む

民
間
企
業
7
社
と
大
阪

府
、茨
木
市
、箕
面
市
、住

宅
・
都
市
整
備
公
団（
現
・

都
市
再
生
機
構
）か
ら
な

る「
国
際
文
化
公
園
都
市

建
設
協
議
会
」が
発
足
。

国
際
交
流
、バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
な
ど

複
合
的
な
先
進
機
能
が

集
結
す
る
都
市
づ
く
り
の

方
向
性
が
提
唱
さ
れ
た
。

1
9
9
2
年
5
月
に
都
市

計
画
案
が
地
方
審
議
会
で

承
認
さ
れ
、計
画
地
域
の

7
4
2
h
a
は
市
街
化
調

整
区
域
か
ら
市
街
化
を
促

進
す
る
市
街
化
区
域
に
編

入
。1
9
9
4
年
8
月
、建

設
大
臣
の
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
認
可
を
受
け
、

凍
結
さ
れ
て
い
た
開
発
が

再
び
動
き
出
し
た
。

　
阪
急
は
、5
万
人
都
市

を
目
指
す
彩
都
の
ま
ち
づ

く
り
に
多
大
な
時
間
を
費

シティライフ  アーカイブズ 検 索

シティライフは
30年を
迎えました

現
在
、そ
し
て
未
来
に
も
つ
な
が
る
過
去
の
情
報
を
取
材
、編
集
し
、記
録
す
る
特
集
で
す
。

北
摂
の
歴
史
か
ら
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
魅
力
を
学
び
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
21
回
は「
彩
都
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1939年大阪生まれ。63年京阪神急
行電鉄株式会社入社（現阪急電鉄
㈱）。阪急電鉄株式会社元取締役。元
阪急不動産顧問。阪急沿線の戸建住
宅及び集合住宅、D.D.House、宝塚
大劇場、ホテル阪急インターナショナル
等の企画・設計・工事監理に携わる。

歴 史 案 内 人
取材協力 中村篤郎さん
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新千里山－桜井間
の計画があった

彩都に延伸する
計画があった

1967年頃の
延長路線図

彩都の現在のMAP

1994年9月、財団法人大阪府埋蔵文化
財協会による発掘調査が始まる。

2000年頃の彩都西部地区。造成工事後、区画されたばかりの空撮写真。

2016年11月の彩都西部地区の空撮写真。

（現在の北千里駅）


